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Summary
　When　the　Department　of　Dentistry，　Beijing　Long－tou　clinic　opened　for　Japanese　living　in
Beijing　city，　our　university　was　requested　to　cooperate　with　this　institution．　Our　Department
of　Endodontics　and　Operative　Dentistry　was　in　charge　for　the　first　year．
　The　clinic　was　opened　on　October　14，1996．　For　approximately　l　year　we　were　able　to　ob－
serve　the　number　of　new　monthly　patients，　the　ratio　between　males　and　females，　distribution
of　age，　kind　of　occupations，　chief　complaints，　and　diseases　based　on　charts　or　examination
cards．
　The　results　obtained　were　as　follows：
　　1）The　average　number　of　new　patients　was　43．7per　month．
　　2）Male／Female　ratio
　　　　　　Of　a　total　of　524　patients　293　were　males（55．9％）and　231　were　females（44．1％）．
　　3）Age　distribution
　　　　　　The　age　of　the　patients　ranged　from　25　months　to　73　years　of　age．
　　　　　　Patients　in　their　thirties　accounted　for　the　largest　group　with　24．2％．
　　4）　Occupations
　　　　　　The　largest　number　of　patients　were　office　workers（42．8％），　followed　by　house－
　　　　wives（25．6％）．
　　5）Chief　complaints
　　　　　　Masticatory　disturbances　due　to　restoration　problems　accounted　for　the　largest
　　　　amount　of　complaints　with　151，followed　by　caries　treatment　with　70，　and　spontaneous
　　　　pain　with　69．
（1998年2月20日受付；1998年3月18日受理）
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　　　　Other　cornplaints　included　the　apPlication　of且uoride　or　prophylactic　odontoplasty．　ab－
　　　normal　arrangernent　of　teeth．　and　orthodontic　treatment．
　6）Chief　medical　complaints　were　accounted　for　by　dental　caries　with　167　complaints，　fol－
　　　lowed　by　apical　periodontitis　with　57　and　pulp　diseases　with　51．　Diseases　other　than
　　　chief　complaints　showed　dental　caries　with　the　most　at　332．　apical　periodontitis　at　57，
　　　pulp　diseases　with　42，　and　simple　gingivitis　and　marginal　periodontitis　at　33．
　It　mav　be　concluded　that　conservative　dentistrv　accounts　for　almost　85％of　treatlnent　and
prosthodontics　and　oral　surgery　are　scarcely　used．
緒 言
　中華人民共和国の首都北京市内には、約1万人
の日本人が居住し，その殆どは企業の海外赴任者
とその家族である．また短期あるいは長期の留学
生などを含めると，およそ1万人以上が居住して
いると言われている．そのような外国人専用の居
住用マンションも多数あり，その中でも今回紹介
する北京龍頭公寓は日本人だけが居住することが
できるマンションで．北京市東部の朝陽区にあ
る．
　この龍頭公寓はIDKから4LDKまで様々な
タイプの部屋が332戸あり，その他にマーケッ
ト．レストラン，書店．ヘアーサロン，幼稚園、
テニスコートまた温水プール，アスレチックジム
等を備えた体育館、そしてH本人を対象とした内
科および歯科の龍頭診療所を構えているtこの内
科部門は京都市を拠点とする武田病院グループが
担当し，1996年6月に開院しすでに診療を開始し
ている．一方．歯科部門は同じく京都市で，コウ
矯正歯科を開院する本学第7期生の孔康寛先生を
院長とするもので，龍頭診療所歯科を開院するに
あたって本学理事者へ歯科医師派遣の協力要請が
あり、これを受けたことにより，その第一陣とし
て著者等の講座が最初の一年間を担当することに
なった．まず山本が1996年10月2口に赴任し開業
準備を行い，同月ユ4Hに開院し1997年1月末日ま
で，続いて関澤が同年2月から5月末日まで．さ
らに6月から9月末日までを山田がそれぞれ約
4ヶ月間ずつ担当することになった．
　今回は，この龍頭診療所歯科の紹介および開院
からの歯科の運営状況，さらに来院患者の口腔内
疾患の実態を推し量るとともに海外での診療の成
果を知る目的で，この1年間について実態調査を
行ったので報告する．
龍頭診療所歯科の紹介
　龍頭診療所の歯科は，チェアーユニット3台分
のスペースを確保した診療室，エックス線撮影
室，技工室、消毒室．院長室および医局を備え，
待合室は内科と共用しているく図1）．
　歯科のスタッフについては，歯科医師1名およ
びアシスタントとして中国人看護婦1名の2名
で，受付および会計業務は武田病院内科のスタッ
フに委託した．
　診療時間は，月曜日から金曜日の午前9時から
12時までおよび午後1時から5時までで完全予約
制で行い，休診日はt曜日と日曜日の週2日で
図1：龍頭診療所受付
図2：チェアーユニット
132 山田他：北京龍頭診療所歯科における1年間の来院患者の実態調査
表1　月別診療日数および来院患者数
1996年　　　　　　　1997年
10月　11月　12月　　1月　　2月　　3月　　4月　　5月　　6月　　7月　　8月　　9月　合計
診療日数
来院患者数
13　　　　21　　　　20　　　　15　　　　19　　　　21　　　　19　　　　19　　　　20　　　　22　　　　15　　　　19　　　223
66　　　153　　　197　　　149　　　158　　　205　　　163　　　185　　　176　　　190　　　135　　　147　　1924
表2　月別新患来院数
1996年　　　　　　　1997年
10月　11月　12月　　1月　2月　3月　4月　5月　6月　7月　8月　9月　合計
男
女
23　　　　21　　　　33　　　　18　　　　23　　　　27　　　　23　　　　36　　　　26　　　　27　　　　16　　　　20　　　293
13　　　　24　　　　19　　　　22　　　　18　　　　26　　　　15　　　　28　　　　19　　　　16　　　　15　　　　16　　　231
合　計 36　　　　45　　　　52　　　　40　　　　41　　　　53　　　　38　　　　64　　　　45　　　　43　　　　31　　　　36　　　524
表3：年齢別および性別患者数
6歳未満6～9歳10歳代　20歳代　30歳代　40歳代　50歳代60歳以上合計
男
女
23
15
24
28
13
14
36
55
59
68
67
30
61
19
10　　　　293
　　　（55．9％）
2　　　　231
　　　（44．1％）
合計　38　52　 27　91　127　97　 80　12　524　　　　　（7．3％）　　　（9．9％）　　　（5．1％）　　（17．4％）　　（24．2％）　　（18．5％）　　（15．3％）　　　（2．3％）　（100．0％）
あった．診療の時間枠は本大学病院で診療を行っ
ているのと同様に60分を基本とした．
　治療費については，日本国内の社会保険点数の
2倍の金額を中国元に換算し，また自費診療分に
ついては，本学病院の自費料金の2倍で換算し徴
収した．
　医療用機器としては，チェアーユニットとして
シグノグランド（モリタ製作所）2台（図2），
単純撮影用エックス線装置マックスF1－R（モ
リタ製作所）1台が付設されていた．そしてその
他の器材として高周波電気メス，超音波スケー
ラー，簡易乾熱滅菌器，可視光線照射器，電気的
根管長測定器，電気歯髄診断器，エックス線写真
自動現像器といった著者等が日常臨床で必要とす
る最低のものを準備した．
　消毒室には，超音波洗浄器，煮沸消毒器，小型
高圧蒸気滅菌器，エチレンオキサイドガス滅菌
器，滅菌済み器具収納キャビネットを準備した．
　技工室についても，ファーネス，遠心鋳造器，
モデルトリマー，バイブレーター，サンドブラス
ターなど鋳造修復に必要な器材，さらには義歯作
製に必要な器材を設置した．
　なおこれらの機器および器具，そしてコンポ
ジットレジン，印象材，セメントなど歯科材料の
全てについては日本国内から搬入した．また消耗
した材料については，北京龍頭公寓の経営にあ
たっている北海株式会社の協力を得て随時搬入し
ていただいた．このようにして，日本国内と全く
同一条件で診療を行えるような体制を整えた．
調査対象および調査項目
　1996年10月14日から1997年9月25日までの期間
に，龍頭診療所歯科を受診した日本人患者延べ
1，924人を対象とした（表1）．
　調査項目は，月別新患来院数，年齢分布，男女
比率，職業，主訴および疾患名そして疾患別症例
数について，カルテおよび問診票に基づいて調査
した．
調査結果
1．月別新患来院数
　今回調査できた患者数は，男性293人，女性231
人の合計524人であった（表2）．新患来院数を月
別また男女別に比較してみると，いずれも大きな
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表4：職業別患者数
会社員 留学生
無 職
主　婦 学　童　　乳幼児
合　計
男
女
216
　8
17
34 134
37
40
23
15
293
231
合　計 　224　　　　　　　　51　　　　　　　134　　　　　　　　77　　　　　　　　38　　　　　　　524
（42．7％）　　　　（9．7％）　　　（25．6％）　　　（14．7％）　　　　（7．3％）　　（100．0％）
表5　主訴の種類
修復物脱離
齪蝕治療
自発痛
冷水痛
咬合痛
歯肉からの出血
食片圧入
審美障害
義歯修理
義歯作製
口腔内精査
スケーリング
その他
151
70
69
49
40
38
13
10
　6
　1
46
10
16
表6：疾患名
齪蝕症
歯の破折
知覚過敏症
歯髄疾患
根尖歯周組織疾患
単純性歯肉炎
辺縁性歯周炎
智歯周囲炎
歯の欠損
その他
167
22
10
51
57
25
22
20
　3
147
表7：疾患別症例数
舗蝕症
摩耗症
歯の破折
知覚過敏症
歯髄疾患
根尖歯周組織疾患
単純性歯肉炎
辺縁性歯周炎
智歯周囲炎
歯の欠損
その他
332
25
　6
22
42
57
33
33
11
15
70
差はなく，1ヶ月あたりの平均は43．7人であっ
た．
2．年齢別および性別患者数
　年齢では，2歳1ヶ月の乳幼児から73歳までの
広範囲にわたり，30歳代の24．2％が最も多く，次
いで40歳代の18．5％，20歳代の17．4％の順であっ
た（表3）．
　男女の比率では，男性の293人55．9％に対して
女性231人44．1％であった．年齢別にみると40歳
以上では男性の方が70％以上と大きく上回ってい
た（表3）．
3．職業別患者数
　患者の職業についての調査では，会社員が
42．7％を占め，次に多いのが主婦の25．6％であっ
た（表4）．
4．主訴の種類
　問診票を基に患者の主訴についてまとめてみる
と，最も多かったのが修復物もしくは補綴物脱離
による咀噛障害の151例で，次いで齪蝕治療希望
の70例，自発痛の69例の順で，他にも冷水痛ある
いは咬合痛といった誘発痛，歯肉からの出血，食
片圧入，審美障害さらには義歯修理また義歯作製
などがあり，そして16例みられたその他の内容と
しては，乳幼児に対するフッ素塗布あるいは予防
填塞の希望，そして前歯部の叢生や上顎犬歯の低
位唇側転位などの歯列不正による矯正治療希望な
どであった（表5）．
5．疾患名
　主訴に対して詳しく調査した疾患名についてま
とめてみると，齪蝕症の167例が最も多く，次に
多いのが修復物および補綴物の脱離が147例で，
根尖歯周組織疾患の57例，そして歯髄疾患51例の
順であった（表6）．
6．疾患別症例数
　主訴以外に処置を施した疾患の内容について
は，これもやはり齪蝕症の332例が最も多く，次
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が57例の根尖歯周組織疾患，歯髄疾患の42例と続
き，そして単純性歯肉炎および辺縁性歯周炎がそ
れぞれ33例であった（表7）．
考 察
　今回の調査は，北京龍頭診療所歯科開院以来
1997年9月25日までに受診した延べ1，924人の患
者を対象に行った．
　月別毎に分けた新患来院数では，5月の64人を
ピークに開院以来ほぼ増加傾向を示し，1ヶ月あ
たりの平均新患数は43．2人であった．また患者の
殆どは北京市内在住者であったが，北京市以外か
らは天津，青島，そして中には吉林，上海といっ
た遠方から航空機を利用して来院する患者もお
り，このような人達は北京在住の日本人会を通し
て口伝えにより増えたものと推察される．
　年齢分布および男女の比率については，大きな
差はみられなかったが，40歳以上を比較すると男
性が70％以上と大きく上回っていた．
　主訴については，修復物あるいは補綴物脱離に
ともなう咀噌障害が151例と全体の約30％を占
め，前回の山本の調査’時と同様に最も多くみら
れた．またこれらは二次齪蝕に起因すると思われ
るものは僅かで，不十分な保持形態のために脱落
してもおかしくないといった症例もみられた．脱
離した修復物あるいは補綴物については，技工の
手間もあり大きな麟蝕などによる欠損がない限り
先ず再装着を試みた．
　保持が不十分なために脱離したと思われる修復
物については，接着性レジンセメント等を用いて
合着2・3｝することで対処した．
　中国全土には，およそ13，000人の歯科技工士が
いるとされている4）．私共も赴任当初から技工士
を探していたが，情報すら得られなかった．しか
し上海に中日合弁企業による歯科技工所があり，
日本人技工士がいることを知り，1997年2月より
ようやく発注できるようになった．とは言え北京
市と上海市は約1，400km離れており，輸送する
ための模型の梱包さらに輸送時間および輸送費を
考えると，約1週間分の患者の模型をまとめて輸
送することになり，患者のアポイントメントもま
まならぬ状況であり，簡単なインレー等の作製は
自分で行った．また6月になって北京市内にも6
年程日本で研修し，日本語が通じる中国人技工士
がいることがわかったので，輸送費さらには時間
などを考慮してこちらにお願いすることにした．
　主婦の主訴で多かったのが，口腔内精査，爾蝕
治療希望，そしてスケーリング希望などで，口腔
内の健康管理にかなり関心を示し，同様に乳幼児
あるいは学童に対してもフッ素塗布あるいは予防
填塞さらには歯列不正による矯正治療を希望する
保護者の子供に対して，身体は勿論のこと口腔内
の健康管理にも十分注意を払っていることが窺え
た．矯正治療については，専門医が居ないために
治療ができなかった．また頭部X線規格写真撮
影などの設備もまだ整っていないため，適切なア
ドバイスも出来なかったことは大変残念であっ
た．
　主訴以外の処置については，爾蝕症，摩耗症，
歯の破折など歯の硬組織疾患が363例，知覚過敏
症，歯髄疾患あるいは根尖歯周組織疾患が併せて
121例，そして単純性歯肉炎あるいは辺縁性歯周
炎の歯周疾患が66例と保存科領域の疾患が約85％
と大多数を占め，補綴科領域の中でも欠損補綴あ
るいは口腔外科領域の疾患は，ごく僅かであっ
た．
　今日の歯科医師数を対人口比率で比較してみる
と，日本では1：2，000以下であるのに対して，
中国北京市では1：10，000前後で歯科医師が不足
しているのが現状である．また北京市内には，外
国人を診療する歯科診療所は，中日友好病院，イ
ンターナショナルメディカルセンター，ジャーマ
ンポリクリニック，香港インターナショナルメ
ディカルクリニックそして北京医科大学口腔医学
院があるが，いずれにおいても日本人歯科医師は
不在であり，言葉も思うようには通じないことに
不安を抱いている患者が多くいたように思えた．
　中国における歯科医療は，ポーセレンによる歯
冠補綴処置が行われてはいるが，可視光線重合型
コンポジットレジン修復は，ここ数年前から行わ
れるようになった．また歯科材料店には，金合金
やパラジウム合金といった貴金属類はなく，イン
レー，クラウンの材料としては専らコバルトクロ
ム合金を用いているのが現状であった．
　1996年10月の開院から1997年9月25日の約1年
間に受診した患者は1，924人で，一日の患者数は
最も多い日で15人であった．また平均すると8．6
人であったが，全く歯科診療のアシスタントの経
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験のない看護婦への教育を行いながらの治療，ま
た交通の便があまり良くないという立地条件のた
め，1回の診療でできる限り多くの治療をするた
めに，1日当たりの患者数が少なくなったもので
ある．しかしながら遠方から航空機を利用してま
で来院される患者さんをはじめ，大勢の患者さん
から“ありがとうございました”“大変助かりま
した”と言っていただいた私共も，微力ながら北
京在住の日本人の方に貢献できたと感ずる次第で
ある．
ま　　と　め
　1996年10月14日に開院し，1997年9月末日まで
の約1年間に龍頭診療所歯科を受診した患者延べ
1，924人を対象とし，月別新患来院数，男女比
率，年齢分布，職業，主訴および疾患名さらに疾
患別症例数について，カルテおよび問診票に基づ
いて調査した．
　そして以下の結果を得た．
1）月別新患来院数は平均43．7人であった．
2）男女別患者数は男性293人（55．9％），女性
　　231人（44．1％）で総数524人であった．
3）年齢分布は2歳1ヶ月の乳幼児から73歳にわ
　　たっており，30歳代が24．2％と最も多かっ
　　た．
4）職業は会社員42．8％，主婦25．6％の順であっ
　　た．
5）主訴は修復物脱離による咀囎障害が151例と
　　最多で，次いで齪蝕治療希望の70例，自発痛
　　69例の順であった．
6）主訴に対する疾患は舗蝕症がユ67例と最も多
　　く，次いで根尖歯周組織疾患が57例，歯髄疾
　　患が51例の順であった．主訴以外に処置を施
　　した疾患でも踊蝕症が332例と最も多く，次
　　いで根尖歯周組織疾患が57例，歯髄疾患が42
　　例，単純性歯肉炎と辺縁性歯周炎がそれぞれ
　　33例の順であった．
　これらのことより，保存科領域が約85％と大多
数を占めており，欠損補綴ならびに口腔外科領域
は少ないことが判明した．
　稿を終えるにあたり，今回諸般の事由により今
後龍頭診療所歯科への協力体制が途絶えてしまっ
たことは誠に残念ですが，貴重な体験を得る機会
を与えてくださいました法人関係者の皆様ならび
に安田教授に感謝の意を表します．また事務的な
面でご協力を頂きました本学大学関係者各位，診
療所の管理運営等に関してお世話頂きました龍頭
公寓支配人小町氏をはじめ北海株式会社社員各
位，武田病院阿部氏をはじめ内科スタッフの各
位，そしてアシスタントとして毎日診療に携わっ
て頂きました看護婦張さんに厚くお礼申し上げま
す．
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